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溝口春機社長

株
式
会
社
M
S
T
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

溝
口
春
機
社
長
が
語
る

　
業
界
ト
ッ
プ
に
至
る
ま
で
の
軌
跡

荒
井
奈
良
県
知
事
に
聞
く

〈（
公
財
）奈
良
県
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

理
事
長
〉

　
～
奈
良
を
も
っ
と
元
気
に
～



　

当
金
庫
は
昭
和
23
年
の
創
業
以
来
「
常
に
地
元
の
皆
さ

ま
と
共
に
、
地
元
の
発
展
に
貢
献
す
る
。」
を
経
営
理
念

に
掲
げ
、
奈
良
県
内
の
中
・
西
和
地
区
を
主
た
る
営
業
エ

リ
ア
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

信
用
金
庫
は
、
営
業
地
域
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
地
元
の
お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な
資
金

（
預
金
・
積
金
）
を
地
元
で
資
金
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方

へ
ご
融
資
す
る
こ
と
、
言
う
な
れ
ば
資
金
の
“
地
産
地
消
”

を
目
指
し
、
地
元
企
業
や
地
元
の
皆
さ
ま
の
繁
栄
、
発
展

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
な
く
し
て
存
続
で
き
な
い
こ
と
、
地
域
と
共
に

生
き
る
金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、“
地
元
の
応
援

団
”
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
金
庫
で
は
創
業
60
周
年
に
あ
た
る

平
成
20
年
に
、
奈
良
県
内
の
中
小
企
業
を
さ
ら
に
応
援
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、「
ち
ゅ
う
し
ん
地
域
中
小
企
業
振

興
助
成
金
制
度
」（
愛
称
：
グ
ッ
ド
サ
ポ
ー
ト
）
を
創
設

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
奈
良
県
等
の
公
的
機
関

と
の
強
力
な
連
携
の
下
、
先
駆
的
な
技
術
や
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
し
て
い
る
企
業
を
公
募
発
掘
す
る
も
の
で
す
。
四

次
ま
で
の
審
査
が
あ
り
審
査
員
に
は
公
的
支
援
機
関
の
指

導
員
や
大
学
教
授
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

三
次
と
四
次
（
最
終
選
考
会
）
で
は
、
奈
良
県
中
小
企
業

診
断
士
会
の
先
生
に
も
審
査
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
事

業
所
の
現
場
視
察
や
応
募
事
業
ア
イ
デ
ア
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
も
行
っ
た
上
で
助
成
先
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
制
度
は
地
元
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
企
業
へ
の

助
成
金
と
い
う
形
で
利
益
還
元
す
る
と
い
う
側
面
も
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。
予
算
的
に
は
、
毎
年
前
期
利
益
の
1
%

程
度
の
規
模
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
既
に
実
施
し
た

平
成
20
年
度
〜
25
年
度
の
実
績
は
応
募
件
数
5
3
3
件
、

助
成
件
数
55
件
、
助
成
金
額
43
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

新
規
事
業
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
継
続
し
て
き

ま
し
た
。
第
7
回
と
な
る
平
成
26
年
度
は
、
過
去
最
高
の

1
1
8
先
の
企
業
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
元
年
と
い
わ
れ
る
現
在
、
産
官
学
金
一
体
と

な
っ
て
奈
良
県
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要

で
あ
り
、
産
官
学
金
の
“
連
携
”
は
も
と
よ
り
、
同
業
種
・

異
業
種
問
わ
な
い
、
あ
る
い
は
業
態
の
垣
根
を
越
え
た

“
連
携
”
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々
地
域

金
融
機
関
も
同
様
で
あ
り
、
昨
年
は
南
都
銀
行
・
大
和
信

用
金
庫
・
奈
良
信
用
金
庫
・
日
本
政
策
金
融
公
庫
奈
良
支

店
、
そ
し
て
当
金
庫
の
県
内
5
金
融
機
関
と
中
小
企
業
家

同
友
会
と
が
中
小
企
業
支
援
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
、

企
業
支
援
や
経
済
活
性
化
の
た
め
の
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
奈
良
県
の
全
面
的
協
力
を
い
た
だ
き
、

県
内
3
信
金
で
奈
良
の
観
光
産
業
活
性
化
を
目
的
に
、
全

国
の
信
用
金
庫
に
声
を
か
け
各
金
庫
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
年
金
受
給
者
団
体
旅
行
の
奈
良

へ
の
誘
致
活
動
に
も
昨
年
か
ら
乗

り
出
し
、
既
に
実
績
も
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
金
庫
で
は
、
地

元
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

身
の
丈
に
合
っ
た
応
援
活
動
を
精

一
杯
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
元
の
発
展
に
貢
献

～ 

信
用
金
庫
は
地
元
の
応
援
団 

～

奈
良
中
央
信
用
金
庫
　
理
事
長
（
奈
良
県
信
用
金
庫
協
会 

会
長
）　
高
田 

知
彦
氏

昭和55年　関西学院大学　経済学部卒業
平成19年　常勤理事　本店営業部長
平成23年6月から現職

（平成24年5月　奈良県信用金庫協会会長
に就任）

高田　知彦（たかだ  ともひこ）
奈良中央信用金庫　理事長 

（奈良県信用金庫協会 会長）

寄　稿

第六回「ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度」
贈呈式

第七回「グッドサポート」募集案内
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	 （奈良県信用金庫協会	会長）　
	 高田	知彦氏
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	 荒井奈良県知事に聞く
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8	 【特集2】
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まだまだ広く知られていない、きらりと光る奈良の地場産品

「次の奈良モノ」
日本のクールジャパンを地方から発信するというモデル事
業（近畿経済産業局）の対象地域･商品として奈良の地場産
品12品が選定されました。今後、この12品は「次の奈良
モノ」として近畿経済産業局でも情報発信されていきます。

「次の奈良モノ」選定事業者と商品
芝惣商店（WASABIYA）の雪駄、（有）原田刺繍のIKIMONOシリーズ、
ヤマヤ（株）のヤクの靴下、（株）TABI・SQUAREの足袋スニーカー、
グラスデプト・パンサラッサの寧楽（なら）ガラス、奈良ガラス工房
〈（有）パル〉の奈良風鈴、明日風Asukazeの茶筌（漆・歌舞伎・POP）、
和田工芸の七宝ランチョンマット、（株）丸商店のランチョンボード、
白い犬〜Anjing	Putih 〜の癒しのリンゴ、吉野杉箸商工業協同組合の
割り箸、杉場_研究所のナガスギ

奈良県地域産業振興センター

GALLERY

（有）原田刺繍のIKIMONOシリーズ

奈良ガラス工房〈（有）パル〉の
奈良風鈴

（株）TABI・SQUAREの足袋スニーカー
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奈
良
県
産
業
の
現
状
と
発
展

吉
田
社
長
　
国
な
ど
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
「
企
業
収
益
は
増

益
だ
が
、
生
産
活
動
は
弱
含
み
、
県
内
経
済
は
持
ち
直
し
の
動

き
に
足
踏
み
が
見
ら
れ
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、

「
奈
良
を
も
っ
と
元
気
に
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
始
め
に
、
奈
良
県
産
業
の
現
状
と
発
展
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

荒
井
知
事
　
私
に
は
奈
良
の
経
済
、
産
業
を
活
性
化
さ
せ
な
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
が
あ
り
ま
す
。
吉
田
さ
ん
は
女
性
経

営
者
と
し
て
い
く
つ
か
の
使
命
を
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

吉
田
社
長　
は
い
。
私
に
は
「
会
社
を
元
気
に
し
た
い
」
と

い
う
使
命
が
あ
り
ま
す
。
弊
社
の
日
本
酒
は
伝
統
産
業
の
た

め
古
く
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
製
造
方
法
が
あ
り
、
製
造
で

き
る
季
節
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
10
年
ほ
ど

前
か
ら
年
間
を
通
じ
て
製
造
す
る
た
め
、
日
本
酒
だ
け
で
な
く

リ
キ
ュ
ー
ル
の
生
産
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
弊

社
の
根
本
で
あ
る
日
本
酒
仕
込
み
の
リ
キ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
若

い
人
や
女
性
に
も
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

荒
井
知
事
　
産
業
は
そ
の
商
売
に
相
応
し
い
風
土
が
あ
る
と
発

展
し
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
三
河
や
浜
松
な
ど
は
製
造
業
が
発
達

し
た
り
、
近
江
商
人
や
甲
州
商
人
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
の
活
動

拠
点
で
は
商
売
が
発
達
し
た
り
。
奈
良
に
は
奈
良
特
有
の
風
土

が
あ
り
ま
す
ね
。
吉
田
さ
ん
か
ら
見
た
奈
良
は
ど
の
よ
う
な
地

域
性
が
あ
り
ま
す
か
。

吉
田
社
長
　
こ
れ
は
私
個
人
の
考
え
で
す
が
、
奈
良
は
歴
史
が

長
い
分
、
伝
統
産
業
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
守
り
に
強
い
企
業
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
。
伝
統
産

業
が
発
展
し
て
き
た
背
景
に
は
、
奈
良
県
の
地
勢
的
な
影
響
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

荒
井
知
事
　
地
理
で
み
る
と
奈
良
県
は
大
和
平
野
と
南
部
、
東

部
の
山
間
地
域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
県
内
の
経
済

社
会
は
3
つ
の
地
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
は
、

人
口
増
が
進
ん
だ
北
・
西
和
地
域
。
大
阪
通
勤
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
が
中
心
の
地
域
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
旧
来
か
ら
農
商
工

を
軸
に
営
ん
で
き
た
大
和
平
野
の
中
心
部
。
大
和
川
の
流
域
が

中
心
の
地
域
で
す
。
三
つ
目
は
南
部
と
東
部
の
中
山
間
部
。
熊

野
川
、
吉
野
川
、
木
津
川
流
域
が
中
心
の
地
域
に
な
り
ま
す
。

一
つ
目
、二
つ
目
の
地
域
だ
け
で
県
の
人
口
の
9
割
（
1
2
7
万

人
）、
面
積
で
は
1
／
4
に
対
し
、
三
つ
目
の
地
域
で
県
の
人
口

の
1
割
（
11
万
人
）、
面
積
は
3
／
4
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

地
勢
の
異
な
る
3
つ
の
地
域
が
あ
る
こ
と
が
奈
良
県
の
地
勢
的

な
特
徴
で
す
。
そ
の
土
地
の
風
土
と
産
業
が
マ
ッ
チ
し
た
地
域

で
は
、
創
業
1
0
0
年
を
超
え
る
長
寿
企
業
が
発
展
し
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
の
会
社
は
旧
新
庄
町
で
歴
史
あ
る
葛
城
地
域
で
、
今

で
は
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る
中
・
西
和
地
域
で

「なら産業ジャーナル」の創刊から２年目を迎えました。
景気の回復が待たれるものの、中小企業には未だ経済の好循環は不
確かで、また、県内の企業活動においては企業収益の増加が見込ま
れているものの、生産活動は力強さを欠いているという厳しい状況
にあります。そのような中で奈良県の産業を力強くするための新た
な産業政策を中心に奈良県知事にお聞きします。聞き手は女性経営
者としてがんばっておられる梅乃宿酒造株式会社吉田社長です。

荒井奈良県知事に聞く
〜奈良をもっと元気に〜

荒あ

ら

井い 

正し
ょ
う

吾ご

氏

奈
良
県
知
事

（
公
財
）奈
良
県
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長

吉よ

し

田だ 

佳か

代よ

氏

梅
乃
宿
酒
造
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
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す
ね
。
吉
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
創
業
し
て
何
年
に
な
り
ま
す
か
。

吉
田
社
長
　
弊
社
は
平
成
27
年
で
創
業
1
2
2
年
に
な
り
ま
す
。

荒
井
知
事
　
日
本
は
長
寿
企
業
が
多
い
と
い
い
ま
す
が
奈
良
に

も
多
い
で
す
ね
。
明
治
時
代
に
産
業
が
発
達
し
て
以
降
、
地
域

定
着
型
で
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
伝
統
産
業
は

吉
田
さ
ん
の
会
社
の
よ
う
な
食
品
業
が
多
い
で
す
ね
。

吉
田
社
長
　
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
歴
史
を
学
ぶ
機
会
が
あ

り
、
そ
こ
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
長
い
歴
史
が
あ
る
企
業
ほ
ど

そ
の
時
代
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
を
遂
げ
て
き
て
い
る
こ
と
で

す
。「
伝
統
」
を
守
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
で
す
。
一
方
で
「
革
新
」
だ
け
を
み
る
と
、
欧
米
系
の
企

業
ほ
ど
新
し
い
発
想
は
あ
る
も
の
の
、
歴
史
が
長
く
続
か
な
い

面
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
「
伝
統
と
革
新
」、
こ
の
二
つ
の
バ
ラ

ン
ス
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
特
に
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、日
本
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
つ
け
て
海
外
へ

吉
田
社
長
　
日
本
酒
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今

後
T
P
P
の
話
が
進
め
ば
海
外
に
日
本
酒
が
進
出
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
同
時
に
海
外
の
お
酒
と
競
争
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、海
外
戦
略
が
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
酒
は
酒
類
の
中
で
も
税
率
が
一
番
低
い
な
ど
、
国
か
ら

守
ら
れ
て
い
る
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
競
争
は
良
い
面
と
悪

い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
酒
は
今
後
、
競
争
力
を
高
め
る
た

め
に
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
に
き
て
い
ま

す
。
多
く
の
企
業
が
、
海
外
進
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
海
外
進
出
を
図
ろ
う
と
す
る
企
業
に
は
、
ど
の
よ
う

な
海
外
戦
略
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

荒
井
知
事
　
今
後
T
P
P
に
よ
っ
て
関
税
が
低
く
な
る
と
、
製

造
業
で
は
安
価
な
も
の
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
ま
す
ね
。
海
外
戦

略
の
一
つ
に
ブ
ラ
ン
ド
力
で
高
く
売
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

製
造
業
で
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
企
業
は
、
特
殊
な
製
造
部
門

で
シ
ェ
ア
が
大
き
い
な
ど
の
理
由
で
成
功
し
て
い
ま
す
ね
。

吉
田
社
長
　
ブ
ラ
ン
ド
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
弊
社
に
は

「
梅
乃
宿
」
と
い
う
銘
柄
の
看
板
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
銘
柄
＝

ブ
ラ
ン
ド
の
意
味
で
名
前
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。「
梅
乃
宿
」
商

品
は
現
在
、
海
外
に
輸
出
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
や
台
湾
、
香
港

に
輸
出
す
る
た
め
の
商
標
登
録
の
際
に
は
、（
公
財
）
奈
良
県
地

域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
支
援
を
い
た
だ
い
て
「
あ
ら
ご
し
梅
酒
」

他
、
4
つ
の
商
標
登
録
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
は
ス
イ
ス
・
ベ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
第
39
回
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ィ
ー

ク
」
の
中
の
奈
良
県
ブ
ー
ス
に
出
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
奈
良
県
で
は
そ
の
他
に
毎
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
へ
の
出
展
を
支
援
さ
れ
、
そ
れ
は
海
外
展

開
を
す
る
上
で
、
貴
重
な
機
会
に
な
る
支
援
だ
と
思
い
ま
す
。

荒
井
知
事
　
海
外
展
開
で
た
と
え
ば
中
国
で
ブ
ラ
ン
ド
名
を
馳

せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
が
必
要
と
お
考
え
で
す
か
。

吉
田
社
長
　
少
な
く
と
も
日
本
国
内
で
、
あ
る
程
度
の
知
名
度

が
あ
る
こ
と
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

荒
井
知
事
　
日
本
で
の
評
判
は
一
つ
の
信
用
に
な
り
ま
す
ね
。

吉
田
社
長
　
輸
出
後
は
、
中
国
で
評
判
の
良
い
お
店
に
商
品
を

取
り
扱
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
良
い
店
で

飲
む
こ
と
が
で
き
る
お
酒
は
、
そ
の
店
の
顧
客
へ
の
認
知
度
が

高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
商
品
の
取
り
扱
い
場
所
が
増
え
る
ほ

ど
知
名
度
が
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本
で
評
判
に
な
り
中
国

で
知
名
度
が
上
が
る
前
に
、
商
標
登
録
を
す
る
こ
と
で
商
品
の

権
利
を
守
り
ま
す
。

荒
井
知
事
　
海
外
で
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
と

し
て
、
ま
ず
は
日
本
で
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
つ
け
て
信
用
を
得
る

こ
と
が
出
発
点
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

東
京
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

吉
田
社
長
　
ブ
ラ
ン
ド
を
売
っ
て
い
く
た
め
に
は
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
、
知
事
は
自
ら
首
都
圏

で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
奈
良
県
は
ど

の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

荒
井
知
事
　
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
世
界
の
中
で
も
洗
練
さ
れ

た
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
評
判
の
ブ
ラ
ン
ド
に

な
る
た
め
に
は
ブ
ラ
ン
ド
展
開
戦
略
が
必
要
で
す
。
奈
良
の
地

域
ブ
ラ
ン
ド
が
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
こ
と
を
意
識
す
る

と
、
東
京
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
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吉
田
さ
ん
は
積
極
的
に
東
京
へ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
仕
掛
け

て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
日
本
で
一
番
認
証
度
の
高
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
る
東
京
は
、
世
界
で
も
認
証
度
が
高
い
で
す
。
東
京
の
消

費
者
は
目
利
き
も
よ
く
て
、
東
京
で
売
れ
て
い
る
も
の
は
ヒ
ッ

ト
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
奈
良
県
で
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
て
い
る
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・

シ
ョ
ー
に
出
展
し
て
い
ま
す
が
、
東
京
に
加
え
、
首
都
圏
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
で
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
仕
掛
け
る
と
情
報
量
も
反
応
も
さ
ら
に
期
待

で
き
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
に
は
「
東
京
で
有
名

な
奈
良
の
も
の
」
に
な
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
田
社
長
　
日
本
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
に
は
東
京
で

知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
必
須
だ
と
私
も
思
い
ま
す
。
日
本
酒

の
場
合
、
日
本
酒
イ
コ
ー
ル
地
酒
で
す
の
で
、「
梅
乃
宿
で
す
」

と
い
う
と
「
ど
こ
の
お
酒
？
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は

必
ず
「
奈
良
県
の
」
お
酒
で
す
と
枕
詞
が
つ
き
ま
す
の
で
、「
梅

乃
宿
」
を
売
る
こ
と
は
奈
良
県
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
も
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京
で
は
奈
良
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
告

を
駅
構
内
な
ど
で
頻
繁
に
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
東
京

在
住
の
お
客
様
と
お
話
を
し
て
い
た
と
き
も
、
奈
良
は
東
京
で

注
目
さ
れ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
東
京
で
注
目

さ
れ
る
こ
と
は
延ひ

い
て
は
日
本
中
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
も

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

荒
井
知
事
　
今
後
も
さ
ら
に
奈
良
産
商
品
の
商
品
名
だ
け
で
な

く
、
奈
良
と
い
う
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
商
売
の
鉄
則
に
は
他
と

の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
産
業
界
の
皆
さ
ん
に
は
東
京
や
首
都
圏

で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
い
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ

ス
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
知
る
こ
と
で
商
機
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

 

奈
良
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は

　
　
　

産
業
を
元
気
に
す
る
こ
と
か
ら

吉
田
社
長
　
奈
良
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に

産
業
施
策
を
進
め
て
い
か
れ
ま
す
か
。

荒
井
知
事
　
奈
良
で
商
売
が
し
や
す
い
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。
た
と
え
ば
新
し
い
産
業
や
地
域
産
業
の
発
展
を

促
す
た
め
の
産
業
支
援
を
行
う
こ
と
や
、
意
欲
あ
る
企
業
・
起

業
家
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
3
分
野
（
生

活
関
連
製
造
業
、
小
売
業
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
）、
チ
ャ
レ
ン

ジ
産
業
6
分
野
（
宿
泊
産
業
、
農
業
、
料
理
・
飲
食
業
、
漢
方
、

林
業
・
木
材
産
業
、
教
育
・
研
究
・
文
化
）
に
お
け
る
産
業
の

育
成
を
し
ま
す
。
地
域
で
産
業
を
興
す
こ
と
や
雇
用
を
促
進
さ

せ
る
こ
と
は
、
民
間
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業

な
ら
ば
な
お
さ
ら
で
す
。
そ
こ
で
県
な
ど
の
組
織
体
が
働
き
か

け
て
官
民
共
同
で
活
性
化
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
吉
田
さ
ん
の
会
社
の
よ
う
に
海
外
販
路
の

拡
大
を
す
る
な
ど
意
欲
あ
る
企
業
に
は
支
援
を
行
い
、
新
技
術

の
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
と
な
る
高
付
加
価
値
化
の
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
3
分
野
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
産
業
6
分
野
に

関
し
て
は
、
製
造
業
、
食
品
・
加
工
業
の
い
わ
ゆ
る
生
活
関
連

産
業
が
奈
良
に
は
多
い
の
で
、
生
活
産
業
部
門
の
産
業
お
こ
し

で
活
性
化
さ
せ
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
と
は
宿
泊
業
で

す
ね
。
観
光
産
業
は
地
域
の
産
業
お
こ
し
の
筆
頭
で
す
。
観
光

が
活
性
化
す
れ
ば
奈
良
の
文
化
財
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て

い
き
ま
す
し
、
飲
食
業
に
も
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。
平
成
14

年
か
ら
「
奈
良
の
う
ま
い
も
の
」
づ
く
り
を
県
が
主
体
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
平
城
遷
都
1
3
0
0
年
祭
を
契
機
に
奈
良
県
産

の
食
材
を
使
っ
た
「
奈
良
の
う
ま
い
も
の
」
を
提
供
す
る
お
店

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

吉
田
社
長
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
奈
良
の
う
ま
い

も
の
」
特
集
な
ど
が
組
ま
れ
、
私
個
人
と
し
て
も
気
に
な
る
お

店
が
増
え
ま
し
た
。
奈
良
の
う
ま
い
も
の
、
奈
良
の
名
物
と
言

え
る
も
の
が
さ
ら
増
え
る
こ
と
で
観
光
産
業
に
さ
ら
に
盛
り
上

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

 

　

若
者
や
女
性
が
イ
キ
イ
キ
と

　
　
　
　
　
　

活
躍
で
き
る
奈
良
に

吉
田
社
長
　
国
で
は
「
地
方
創
生
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た

荒井 正吾氏
東京大学法学部卒業後、運輸省（現・国土交通省）
に入省。海上保安庁長官を経て、平成13年に参
議院議員に当選。
平成19年から奈良県知事に就任。（同年から（財）
奈良県中小企業支援センター〈現（公財）奈良県地
域産業振興センター〉理事長に就任）

東京インターナショナル・ギフト・
ショー 春 2015「奈良県ブース」
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施
策
実
施
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
女
性
経
営
者
と
し
て
伝

統
産
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、
奈
良
県

で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

荒
井
知
事
　
平
成
26
年
8
月
に
「
奈
良
県
地
方
創
生
本
部
」

（
図
1
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
大
き
な
目
標
の
ひ
と
つ
と

し
て
若
者
の
雇
用
促
進
と
、
就
業
率
が
低
い
女
性
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

　

吉
田
さ
ん
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
中
・
西
和
地
域
は
大
阪
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
に
若
者
や
女
性
の

「
働
き
口
」
が
少
な
い
た
め
、
奈
良
県
で
育
っ
た
子
ど
も
が
県

外
に
仕
事
を
求
め
て
出
て
行
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
県
内
で
は
企
業
誘
致
や
産
業
お
こ
し
な
ど
を
行
い
、「
働
き

口
」
を
つ
く
る
努
力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
女
性
の
合
計
特
殊

出
生
率※
は
全
国
で
下
か
ら
4
位
で
あ
り
、
ま
た
年
間
に
出
生
す

る
赤
ち
ゃ
ん
の
数
が
約
1
万
人
と
全
国
的
に
み
て
も
少
子
化
問

題
が
深
刻
で
す
。
子
育
て
中
の
吉
田
さ
ん
と
し
て
は
奈
良
県
の

現
状
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

吉
田
社
長
　
働
き
な
が
ら
２
歳
の
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
と
し

て
は
、
女
性
が
子
供
を
産
み
や
す
く
、
ま
た
働
き
な
が
ら
子
育

て
が
で
き
る
社
会
環
境
が
必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
弊
社

で
は
従
業
員
80
名
中
、
34
名
が
女
性
で
す
が
、
今
後
さ
ら
に
女

性
従
業
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

荒
井
知
事
　
吉
田
さ
ん
は
奈
良
で
働
く
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
お

感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

吉
田
社
長
　
出
産
後
も
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
は
家
族
の

協
力
や
職
場
の
理
解
な
ど
が
必
要
で
す
が
、
最
も
必
要
な
条
件

は
保
育
所
な
ど
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
場
所
が
職
場
の
近
く
に

あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
人
も
そ
う
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
結
婚
、
出
産
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
女
性
に
と
っ
て
、

子
育
て
の
環
境
が
整
う
か
ど
う
か
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

荒
井
知
事
　
女
性
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
か
ら
言
う
と
、

結
婚
・
出
産
・
育
児
を
機
に
仕
事
を
辞
め
る
女
性
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
奈
良
県
も
特
に
そ
の
傾
向
が
強
い
の
で
す
が
、「
働

き
た
い
」
と
い
う
就
労
意
識
は
高
く
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が

「
理
想
の
女
性
の
生
き
方
」
と
考
え
る
人
も
多
い
の
で
す
。

吉
田
社
長
　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自
己
実
現
」
だ
と
思
い
ま
す
。

自
己
成
長
と
い
い
ま
す
か
、
女
性
自
身
が
い
か
に
イ
キ
イ
キ
と

生
き
よ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

荒
井
知
事
　
女
性
が
イ
キ
イ
キ
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
地
域
を

ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
も
な
り
ま
す
ね
。
女

性
の
就
業
率
が
低
い
現
状
は
あ
り
ま
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
ノ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
女
性
が
イ
キ
イ
キ
と
生
き
ら
れ
る
場
所
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
全
体
で
も
そ
う
で
す
が
、
女
性
が
活

躍
で
き
る
環
境
を
う
ま
く
整
え
れ
ば
、
そ
の
地
域
が
活
性
化
し
、

サ
ー
ビ
ス
が
良
く
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

吉
田
社
長
　
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
た
い
、
起
業
し
た
い
な
ど
、

女
性
自
身
が
自
分
を
高
め
て
い
く
た
め
の
意
識
改
革
を
行
う
こ

と
に
加
え
、
家
族
の
理
解
と
支
え
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
働
き
や
す

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

荒
井
知
事
　
住
み
慣
れ
た
奈
良
の
地
で
若
い
人
や
女
性
が
働
く

こ
と
が
で
き
、
居
心
地
の
い
い
場
所
に
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を

こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
お
話
に
あ
り
ま
し
た
女
性
の

社
会
進
出
や
伝
統
産
業
の
発
展
に
つ
い
て
は
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
と
も
に
奈
良
を
元
気
に
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

吉田 佳代氏
帝塚山大学経営情報学部卒業。歯科商社にて勤務
後、家業の梅乃宿酒造に入社。営業、常務取締役
を経て、現在代表取締役。座右の銘は「やらなかっ
た後悔よりやった後悔」「何事にも一生懸命」。プラ
イベートでは一昨年末に長男を出産し、家事、育児、
仕事と何でもこなす。梅乃宿酒造の事業コンセプト『新
しい酒文化を創造する蔵』に向かって日々 奮闘中。

代表取締役　吉田 佳代
本 社　葛城市東室 27
従 業 員　80 人
電 話　0745-69-2121
F A X　0745-69-2122
U R L　http://umenoyado.com

会
社
D
A
T
A

梅乃宿酒造株式会社
120 年の伝統を守りながら、革新の酒造りに挑戦する「新しい酒文
化を創造する蔵」を目指しています。

「奈良県地方創生本部」部会一覧� 〈図1〉

少子化・女性部会 ・�少子化対策と女性が安心して活躍でき
る環境づくりをめざす

産業・しごと・観光・農林部会

・�リーディング産業とチャレンジ産業の
「産業おこし」
・�若者、女性、障害者、高齢者を含めた
「県内しごとづくり」
・�「奈良県観光振興」「奈良食と農の振興」
「奈良の木ブランド化」

国土強靭化・まちづくり・
景観彩り部会

・�南部の土砂災害・大和川の大水害に備
えた「県土強靭化対策」
・�健康づくり、地域の活性化を目標にし
た「にぎわいづくり」
・�県域を一つの庭と見立てた「四季の彩
りの庭づくり」

健康長寿・地域医療ビジョン・
障害者部会

・�健康長寿日本一を目指し、奈良らしい
「地域包括ケアシステム」の確立

文化・スポーツ・教育部会
・�文化とスポーツの活動で奈良を元気に
する取り組みとともに地域・家庭・学
校が協働した奈良らしい教育の振興

※�合計特殊出生率…人口統計上の指標で、一人の女性が一生に産む子
どもの平均数を示す。
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創
業
か
ら
の
軌
跡

三
木
統
括
　
御
社
は
福
岡
県
直の
お

方が
た

市
で
昭
和
12
年
に
創
業
し
、

工
作
機
械
の
製
造
販
売
を
始
め
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
40
年
に
奈
良
県
生
駒
市
に
本
社
工
場
を
移
転

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
駒
市
に
移
転
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

溝
口
社
長
　
私
は
二
代
目
で
、
創
業
当
時
は
学
生
で
し
た
の
で
、

当
時
の
こ
と
は
先
代
か
ら
聞
い
た
話
に
な
り
ま
す
。
父
親
は
大

阪
で
15
歳
の
と
き
か
ら
工
作
機
械
関
連
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し

た
。
昭
和
12
年
に
福
岡
県
直
方
市
に
九
州
工
場
を
つ
く
り
、
現

在
の
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

九
州
で
は
工
作
機
械
や
産
業
機
械
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
地
場
産

業
の
機
械
や
設
備
を
つ
く
る
企
業
で
、
大
手
企
業
な
ど
の
設
備

関
連
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
34
年
に
開
発
し

た
ツ
ー
リ
ン
グ
「
ク
イ
ッ
ク
チ
ェ
ン
ジ　

チ
ャ
ッ
ク
」
が
画
期

的
な
工
具
保
持
具
と
評
価
を
受
け
て
特
許
も
取
得
。
現
在
も
主

力
商
品
と
な
っ
て
い
る
工
作
機
械
の
ツ
ー
リ
ン
グ
事
業
を
始
め

て
か
ら
は
、
需
要
は
九
州
か
ら
自
動
車
産
業
が
盛
ん
な
名
古
屋

や
東
京
や
大
阪
が
顧
客
の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
父
は
20
年
間

近
く
関
西
で
も
仕
事
を
し
て
き
た
の
で
、
馴
染
み
の
あ
る
関
西

で
移
転
先
を
探
し
ま
し
た
。
つ
く
っ
て
い
る
も
の
が
精
密
な
製

品
な
の
で
、
空
気
が
綺
麗
で
、
か
つ
工
場
地
帯
で
は
な
い
と
こ

ろ
へ
工
場
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
生
駒
を
選
ん
だ

と
聞
い
て
い
ま
す
。

個
性
を
生
か
し
、
創
造
力
を
磨
く

三
木
統
括
　
私
は
か
つ
て
大
学
の
先
生
か
ら
「
良
い
研
究
開
発

奈良県生駒市に移転後、最初の奈良工場

現在の本社工場

創業から77 年、戦前、戦後と苦難の時代を乗り越えて、ツーリング※

業界トップに至るまでに成長を遂げた MST コーポレーション。本社
工場は自然に囲まれた奈良県生駒市北部の北田原町にあります。平
成 26 年から床面積 4,900㎡の新工場を稼働。MST がつくり出す製
品はメイドインジャパン。日本製にこだわる理由とは。バブル崩壊以
降、社会情勢が一変する中で、経営危機を乗り越えることができたそ
のターニングポイントとは何か。溝口社長にお聞きします。
※ ツーリング…ドリルやタップなどの切削工具を掴んで、マシニングセンタなどの工作機械に

取り付ける、高精度な加工を実現するための工具保持具。

株式会社MSTコーポレーション

溝口春機社長が語る
業界トップに至るまでの軌跡

溝み

ぞ

口ぐ

ち 

春は

る

機き

氏

株
式
会
社
M
S
T
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン  

代
表
取
締
役
社
長

三み

木き 

靖や

す

浩ひ

ろ

氏

奈
良
県
産
業
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
　
生
活
・
産
業
技
術
研
究
部

基
盤
技
術
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ  

統
括
主
任
研
究
員
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は
良
い
研
究
開
発
者
を
つ
く
る
。
良
い
研
究
開
発
者
は
良
い
研

究
開
発
技
術
を
生
む
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
良
い

開
発
者
、
技
術
者
で
あ
る
た
め
に
は
、
同
様
の
目
的
に
向
か
う

個
人
の
努
力
や
創
造
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
御
社
の
掲
げ
て
お
ら
れ
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
個
性
と
創
造
」
は
非
常
に
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

溝
口
社
長
　「
個
性
と
創
造
」
は
「
個
性
を
生
か
し
、
創
造
力
を

磨
く
」
仕
事
を
目
指
す
た
め
に
掲
げ
ま
し
た
。「
個
性
的
で
あ

り
、
創
造
的
で
あ
る
こ
と
」
は
誰
も
が
想
い
描
い
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
特
に
モ
ノ
づ
く
り
で
は
製
品
自
体
が
会
社
の
顔
で

あ
り
、
そ
の
人
の
作
品
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
価
値
を
認
め

て
も
ら
え
る
か
は
、
ど
れ
だ
け
他
に
比
較
す
る
も
の
が
な
い
か
、

ど
れ
だ
け
他
よ
り
優
れ
て
い
る
か
に
な
り
ま
す
。
こ
の
社
是
は

世
の
中
に
な
か
っ
た
も
の
を
生
み
出
す
創
造
精
神
が
一
番
大
事

だ
と
思
い
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

三
木
統
括
　
御
社
は
日
本
発
の
ツ
ー
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
と
し
て

77
年
を
超
え
る
長
い
歴
史
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
長
い

歴
史
の
中
で
創
造
精
神
を
育
む
た
め
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

溝
口
社
長
　
一
般
的
に
企
業
に
は
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
が

必
要
で
、
大
き
な
資
源
で
あ
り
、
財
産
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
は
そ
の
中
で
「
ヒ
ト
」
が
一
番
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

「
モ
ノ
」
や
「
カ
ネ
」
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
が
手
に
入
っ
た
と

こ
ろ
で
モ
ノ
づ
く
り
や
企
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
は
何
も

生
ま
れ
ま
せ
ん
。「
ヒ
ト
」
が
企
業
風
土
の
中
で
、
新
し
い
も
の

を
創
っ
て
い
く
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
り
、
そ
の
役
目
は

誰
で
も
い
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

　
社
内
で
技
術
開
発
に
携
わ
る
上
で
は
、
個
人
の
性
格
か
ら
技

術
や
ス
キ
ル
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
自
社
風
土
に
添
っ
て
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
材
能
力
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
見
据
え
て
、
ト
ッ
プ
自
ら
が
社
員
と
力
を
合
わ

せ
て
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  
商
品
を
支
え
て
い
る
の
は

　
　

 
日
本
の
技
術
と
日
本
の
技
術
者

三
木
統
括
　
近
年
モ
ノ
づ
く
り
企
業
は
円
高
の
影
響
で
海
外

移
転
し
中
国
や
、
タ
イ
な
ど
海
外
で
生
産
を
行
う
こ
と
が
あ

た
り
ま
え
に
な
っ
て
い
る
中
、
御
社
が
モ
ノ
づ
く
り
を
日
本

で
こ
だ
わ
る
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。

溝
口
社
長
　
製
造
業
界
で
は
日
本
か
ら
海
外
へ
工
場
移
転
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
一
部
の
業
種
の
モ
ノ
づ
く
り

で
あ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
全
体
が
そ
う
で
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
昔
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
や
そ
れ
以
外
で
あ
っ

て
も
、
コ
ス
ト
面
や
効
率
を
考
え
た
結
果
が
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。

　
私
た
ち
の
事
業
で
い
う
と
、
た
と
え
ば
ア
ジ
ア
の
ど
こ
か
に

工
場
を
移
転
し
た
と
し
ま
す
。
そ
の
上
で
現
在
と
同
じ
ク
オ
リ

テ
ィ
で
モ
ノ
を
つ
く
ろ
う
と
す
れ
ば
、
逆
に
コ
ス
ト
が
高
く
な

り
ま
す
。
更
に
、
大
量
の
商
品
を
一
国
一
地
域
で
売
る
わ
け
で

は
な
く
、
全
世
界
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
り
、
私
た
ち
が
関
わ
る

業
界
の
ほ
と
ん
ど
は
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
で
す
。
つ
ま
り
、

サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が

日
本
の
技
術
と
日
本
の
技
術
者
で
す
か
ら
、
日
本
で
生
産
す
る

こ
と
が
一
番
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

独自の自動搬送システムによる無人化工場

高い技術力による高精度な製品

9



経
営
難
を
凌し

の

い
だ
時
代

三
木
統
括
　
御
社
の
M
S
T
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
数
々
の
ご
苦
労
を
経
験
さ
れ
て
き
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口
社
長
　
私
た
ち
の
つ
く
る
工
作
機
械
関
連
は
設
備
関
連
の

商
品
の
た
め
、
一
般
の
方
は
考
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
3
年
間
は
好
調
期
が
あ
り
、
3
年
間
は
低
迷
期
に
な
る
と

い
う
大
き
な
波
の
繰
り
返
し
で
す
。
売
上
げ
で
言
う
と
、
1

年
で
3
分
の
1
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

2
0
0
9
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
は
そ
う
で
し
た
。
バ
ブ

ル
崩
壊
後
（
1
9
9
3
年
以
降
）
の
売
上
げ
で
言
う
と
、
前
年

比
の
45
％
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。
55
％
の
売
上
げ
ダ
ウ
ン
で

す
。
一
般
に
は
5
〜
10
％
の
売
上
げ
ダ
ウ
ン
に
な
れ
ば
リ
ス
ト

ラ
を
敢
行
し
、
そ
の
状
況
が
2
年
、
3
年
続
く
と
経
営
不
振
に

陥
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
主
に
一
般
消
費
者

が
使
う
電
子
機
器
や
自
動
車
を
つ
く
る
た
め
の
設
備
産
業
な
の

で
、
景
気
が
後
退
し
て
企
業
が
設
備
投
資
を
削
減
す
る
と
急
激

に
需
要
が
減
少
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
需
要
に
大
き
な
波
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
経
営
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
番
印
象
的
な
こ
と
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
で
す
ね
。
日
本
は
産

業
構
造
や
置
か
れ
た
情
勢
や
政
治
体
制
な
ど
あ
ら
ゆ
る
事
が
一

変
し
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
が
き
っ
か
け
で
急
速
に
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
み
ま
し
た
。
私
た
ち
の
会
社
の
売
上
げ
は
半
分
以
下

に
落
ち
、
社
員
は
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
1
週
間
の
う
ち

２
日
、
3
日
は
勉
強
会
を
開
き
、
国
の
助
成
金
制
度
（
一
時

帰
休
）
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
ら
し
い
メ
ー
カ
ー
に
な
る
こ
と

三
木
統
括
　
先
程
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
売
上
げ
が
減
り
ご
苦
労

さ
れ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
経
営
的
に
苦
難
の
時
代
を
ど
の

よ
う
に
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
そ
の
中
で
何
か
得

ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
か
。

溝
口
社
長
　
経
営
的
に
苦
し
い
時
代
が
何
年
か
続
い
て
感
じ
た

こ
と
は
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
強
化
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
も
の
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
メ
ー
カ
ー
に
分
類
さ
れ
ま
す

が
、
特
定
の
発
注
元
が
い
て
、
そ
こ
が
つ
く
ろ
う
と
す
る
部

品
を
つ
く
る
だ
け
で
は
メ
ー
カ
ー
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
た
ち
は
そ
の
意
味
で
現
状
を
克
服
す
る
た
め
に
メ
ー

カ
ー
ら
し
い
メ
ー
カ
ー
に
な
る
こ
と
を
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
目
指

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
営
業
力
を
重
視
し
、
そ
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

単
な
る
業
務
的
な
営
業
で
は
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー（
工
作
機
械
メ
ー

カ
ー
・
加
工
技
術
者
等
）
の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、
求
め
て
い
る

も
の
を
聞
き
出
し
、
提
案
す
る
こ
と
で
、
新
し
く
ユ
ー
ザ
ー
や

販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
開
拓
し
、
そ
の
開
拓
が
商
品
開
発
・
技

術
の
向
上
・
生
産
強
化
に
つ
な
が
る
。
そ
の
よ
う
な
営
業
力
を

身
に
付
け
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
営
業
力
を
武
器
に
し
て
国
内
・

海
外
に
向
け
た
営
業
展
開
を
積
極
的
に
仕
掛
け
た
の
で
す
。

三
木
統
括
　
ツ
ー
リ
ン
グ
で
業
界
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
至
っ
た

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。

溝
口
社
長
　
ひ
と
つ
に
は
良
い
商
品
を
多
く
開
発
で
き
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
海
外
展
開
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
て
、
増

収
益
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
海
外
の
展
示

会
に
は
年
に
10
回
ほ
ど
出
展
し
て
き
ま
し
た
。
全
社
あ
げ
て

10
〜
20
人
の
社
員
が
海
外
で
の
P
R
や
販
路
開
拓
を
行
い
ま
し

た
。
営
業
は
、
商
品
を
納
め
た
工
場
へ
行
き
、
現
状
の
加
工
内

容
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
取
り
、
よ
り
優
れ
た
新
し
い
自

社
商
品
を
P
R
し
た
り
、
改
善
方
法
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
地
道
に
10
年
20
年
と
続
け
て
き
た
こ
と
に

よ
り
、
今
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「商品を支えているのは、日本の技術と日本の技術者」
であると熱く語る溝口社長

世界各国の展示会で商品のデモンストレーションを行う販路プロジェクト

10



M
S
T
が
目
指
し
て
い
く
も
の

三
木
統
括
　
ツ
ー
リ
ン
グ
業
界
ト
ッ
プ
の
企
業
と
し
て
、
今
後

目
指
し
て
い
く
も
の
は
何
で
し
ょ
う
。

溝
口
社
長
　
私
た
ち
が
製
造
・
販
売
し
て
い
る
ツ
ー
リ
ン
グ
の

ユ
ー
ザ
ー
は
、
プ
ロ
の
加
工
技
術
者
ば
か
り
。
車
、
飛
行
機
の

部
品
、
医
療
機
器
や
半
導
体
を
製
造
す
る
機
械
な
ど
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
機
械
装
置
や
部
品
を
つ
く
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。

ツ
ー
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
私
た
ち
が
プ
ロ
な
の
で
す
。
あ
ら
ゆ

る
モ
ノ
づ
く
り
は
、
互
い
に
道
具
や
部
品
を
補
完
し
な
が
ら
完

成
さ
せ
る
産
業
構
造
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
モ

ノ
づ
く
り
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ン
グ
の
重
要
性
を
い
か
に
認
識
し

て
い
た
だ
く
か
が
事
業
発
展
の
鍵
で
す
。
製
品
が
ハ
ー
ド
面
だ

と
す
る
と
、
ソ
フ
ト
面
で
あ
る
技
術
者
、
ブ
ラ
ン
ド
、
納
期
対

応
や
価
格
な
ど
を
強
化
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
商

品
が
安
く
て
性
能
が
い
い
こ
と
は
最
低
条
件
で
あ
っ
て
、
そ
れ

だ
け
が
強
み
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
人
が
生
み
出
す
営
業
力
や
開

発
力
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
思
考
範
囲
は
ほ
ん
の
わ
ず
か

三
木
統
括
　
こ
れ
か
ら
企
業
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
人
、
始

め
た
ば
か
り
の
企
業
人
、
今
踏
ん
ば
り
ど
こ
ろ
の
企
業
、
課
題

の
あ
る
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が

あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

溝
口
社
長
　
私
が
入
社
し
た
当
時
、
会
社
の
業
績
は
振
る
わ
ず

日
本
の
経
済
も
落
ち
込
ん
で
い
て
、
ま
さ
に
ど
ん
底
の
状
態
で

し
た
。
し
か
し
、
社
会
全
体
が
経
済
的
に
落
ち
込
ん
で
い
た
不

況
下
で
は
、
簡
単
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
芽
が
出
や
す
い
時
代
で

も
あ
り
ま
し
た
。
何
事
に
も
二
面
性
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

良
い
こ
と
の
裏
に
は
反
対
側
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
悪
い
こ

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
振
り
返
る
と
、
ど
ん
底

の
と
き
が
あ
っ
た
方
が
結
果
と
し
て
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

若
い
人
に
よ
く
言
う
こ
と
は
、「
自
分
が
思
考
し
て
い
る
範

囲
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
目
の

前
の
テ
ー
ブ
ル
一
つ
が
地
球
全
体
だ
と
し
た
ら
、
私
た
ち
の

見
て
い
る
世
界
な
ん
て
ほ
ん
の
1
㎜
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
を
違
う
角
度
で
み
た
ら
、
と
て
つ
も
な

く
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
が
視
界
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
が
無
限
に
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
自
分
の
見
聞
き
し
た
情
報
や
知
識
だ
け
で
判
断
し
た
世

界
な
ど
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
と
思
っ

た
方
が
い
い
で
す
し
、
際
限
な
く
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
途
中
で
躊
躇
せ
ず
、
保
守
的
に
な
ら
ず
に

い
れ
ば
、
や
る
べ
き
こ
と
は
必
然
と
溢
れ
出
て
き
ま
す
。

　

私
は
常
に
新
し
い
こ
と
が
好
き
で
す
ね
。
誰
か
が
新
提
案

を
打
ち
出
し
て
、
そ
れ
が
良
い
と
思
う
と
即
行
動
し
た
が
る

性
格
で
す
の
で
ハ
イ
リ
ス
ク
な
こ
と
も
多
く
経
験
し
ま
し
た
。

実
際
に
挑
戦
し
て
み
る
と
確
か
に
ダ
メ
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
行
動
し
な
け
れ
ば
気
付
け
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
自
分
の
思
う
こ
と
に
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
る
人
生
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

代表取締役社長　溝口 春機
本 社　生駒市北田原町 1738 番地
従 業 員　280 人
電 話　0743-78-1184
F A X　0743-78-3854
U R L　http://www.mst-corp.co.jp

会
社
D
A
T
A

株式会社 MST コーポレーション
「個性と創造」を社是とし、独創的技術の追求こそが自社の誇りである
と、事業フィールドを大きく広げ続けるツーリングのトップメーカー。

第25回中小企業優秀新技術・新製品賞受賞製品

三木 靖浩氏
奈良県産業振興総合センター 生活・産業技術研究
部 基盤技術・ソリューショングループ 統括主任研究
員。平成4年の奈良県入庁以降、産業振興総合セ
ンターにおいて主として機械・金属関連産業分野へ
の技術支援業務に従事。特に、X線回折法による
残留応力測定と成膜技術に手腕を振るう。
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大
和
橘
と
の
出
会
い

菊
岡
社
長　
私
は
菓
子
屋
を
し
て
い
る
関
係
で
、「
菓
子
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
講

演
の
テ
ー
マ
に
、
菓
子
の
祖
と
言
わ
れ
る
「
橘
」
を
取
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　

4
年
前
、地
元
の
大
和
郡
山
市
商
工
会
（
会
長�

中
野
雅
史
氏
）

で
、
広
域
で
地
域
の
土
産
品
な
ど
を
つ
く
る
取
り
組
み
が
あ
り

ま
し
た
。
私
が
そ
こ
に
参
加
し
た
と
き
に
、
古
事
記
に
は
「
大

和
橘
」
に
ま
つ
わ
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
題
材
に
菓
子

を
つ
く
る
の
は
ど
う
か
と
提
案
し
ま
し
た
。

城
代
表　
私
は
そ
の
頃
に
大
和
郡
山
市
商
工
会
で
審
議
委
員
を

し
て
お
り
、「
大
和
橘
」
で
土
産
品
な
ど
を
つ
く
る
計
画
が
あ
る

こ
と
を
「
本
家
菊
屋
」
の
菊
岡
さ
ん
を
通
じ
て
知
り
ま
し
た
。

　

大
和
橘
は
D
N
A
鑑
定
の
結
果
、
日
本
古
来
種
の
柑
橘
で
あ

り
日
本
に
し
か
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
万

葉
集
に
は
橘
を
詠
ん
だ
歌
が
69
首
あ
る
こ
と
な
ど
の
歴
史
的
背

景
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

菊
岡
社
長　
商
工
会
で
大
和
橘
の
菓
子
を
つ
く
る
こ
と
に
な

り
、
市
場
に
は
出
回
っ
て
い
な
い
大
和
橘
を
飛
鳥
の
橘
寺
に
貰

い
に
行
き
ま
し
た
。
橘
寺
は
垂
仁
天
皇
の
御
代
に
田
道
間
守
が

持
ち
帰
っ
た
橘
を
植
え
た
お
寺
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
年
は
十
分
に
実
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
時
、

商
工
会
か
ら
「
砂
か
け
祭
」
で
有
名
な
廣
瀬
神
社
（
北
葛
城
郡
）

に
は
大
和
橘
が
植
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
廣
瀬
神
社
に
は
「
ご
神
託
が
あ
り
、
一
夜
に
し
て
境
内

の
沼
地
に
橘
が
数
千
株
生
じ
て
橘
の
森
に
な
っ
た
」
と
い
う
伝

説
が
あ
り
ま
す
。
さ
っ
そ
く
、
廣
瀬
神
社
の
宮
司
様
に
私
た
ち

の
取
組
に
対
し
て
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
大
和
橘
を
頂
戴
し
ま
し

た
。そ
れ
を
用
い
て
菓
子
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

城
代
表　
奈
良
に
は
約
2
0
0
0
年
前
か
ら
「
橘
」
が
「
神

木
」
と
し
て
累る
い

々る
い

と
あ
り
続
け
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
大

農商工連携
奈良に「大和橘」あり  ブランド化への挑戦

談鼎

「橘」は日本に古くから自生してきた柑橘類です。古事記には約 2000 年前、
垂仁（すいにん）天皇の御代に田道間守（たぢまもり）に常世（とこよ）の国
から持ち帰らせた不老不死の妙薬が「橘」と記されています。その奈良ゆかり
の「橘」（別名：大和橘）を活用し、日本のブランド化を図る動きが奈良を舞台
に広がっています。それが「なら橘プロジェクト」です。「大和橘」をブランド
化することで世界進出を目指します。公益財団法人奈良県地域産業振興センター

「なら農商工連携ファンド」を活用し、どれだけの成果を挙げてきたのか。育苗・
植樹、商品化、そしてブランディング。それぞれの立場の方にお話をいただき、
農商工連携の成功のヒントを探ります。

廣瀬大社にある大和橘

本家菊屋の茶室にて

城
じ ょ う

 健
け ん

治
じ

氏

はるみち農園 代表

橘
たちばな

 勝
か つ

彦
ひ こ

氏

株式会社タチバナデザイン 社長

菊
き く

岡
お か

洋
ひ ろ

之
ゆ き

氏

株式会社本家菊屋 社長
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和
橘
は
県
内
の
社
寺
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
市
場
に
は

出
回
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
農
園
業
を
営
む
私
は
、

大
和
橘
を
自
分
た
ち
で
量
産
化
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。
橘
の
自
生
地
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
三
重
県
鳥
羽
市
、
静
岡

県
沼
津
市
な
ど
全
国
に
数
か
所
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
太
平

洋
側
の
海
岸
沿
い
の
暖
か
い
地
域
で
し
た
。
現
在
は
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
、
自
生
す
る
ほ
ど
生
命
力

の
強
い
品
種
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。
奈
良
の
地
に
お
い
て

も
、
一
本
一
本
、
大
切
に
育
て
て
い
け
ば
奈
良
発
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
将
来
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

橘
社
長　
私
は
大
阪
で
デ
ザ
イ
ン
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

あ
る
と
き
知
り
合
い
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
、
奈
良
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
橘
街
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※1
」
の
交
流
会
へ
の
参
加
を
誘

わ
れ
、「
橘
」
と
私
の
苗
字
が
同
じ
と
い
う
理
由
か
ら
、
ご
縁

を
感
じ
て
交
流
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

約
3
年
前
の
こ
と
で
す
。
そ
の
会
に
菊
岡
さ
ん
を
含
め
た
メ
ン

バ
ー
が
数
人
お
ら
れ
、
そ
こ
で
城
さ
ん
か
ら
大
和
橘
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
私
の
会
社
で
は
単
に
デ
ザ
イ
ン

だ
け
で
な
く
、
企
業
価
値
を
高
め
る
販
促
戦
略
、
い
わ
ゆ
る
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
事
に
力
を
入
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
の

で
、
会
社
と
し
て
も
橘
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

も
あ
っ
た
の
で
す
。

農
商
工
連
携
を
き
っ
か
け
に

城
代
表　
菊
岡
さ
ん
が
大
和
橘
を
用
い
た
菓
子
を
商
品
開
発
さ

れ
た
と
き
、
そ
れ
を
世
間
に
広
め
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
の
方
に

協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
な
ら
農
商
工
連

携
フ
ァ
ン
ド
」（
以
下
、「
農
商
工
連
携
」）
を
活
用
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
平
成
25
年
に
「
大
和
橘
の
栽
培
技
術
の
確
立
と
そ

れ
を
活
用
し
た
健
康
食
品
の
開
発
及
び
ブ
ラ
ン
ド
化
」
と
題
す

る
企
画
書
の
審
査
が
通
り
、「
な
ら
橘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※2
」
が
本

格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

菊
岡
社
長　
農
商
工
連
携
を
活
用
で
き
る
期
間
は
平
成
25
年
か

ら
27
年
ま
で
の
3
年
間
。
現
状
は
原
材
料
の
確
保
が
急
が
れ
ま

す
が
、
橘
の
P
R
活
動
と
試
作
品
の
研
究
開
発
を
同
時
進
行
し

て
も
、
数
年
の
月
日
は
経
て
い
き
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
ン
ド
に
は

3
年
間
商
品
を
販
売
で
き
な
い
と
い
う
縛
り
が
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
良
い
準
備
期
間
で
す
。

　

私
は
数
種
類
の
菓
子
と
、
無
農
薬
自
然
農
法
で
栽
培
さ
れ
た

大
和
茶
と
大
和
橘
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
「
橘
の
お
茶
」
の
商
品
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
試
作
品
を
モ
ニ
タ
ー

に
提
供
し
、
良
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
で
も
商

品
化
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
東
京
方
面
の
商
談
会
を
は
じ

め
、
大
手
百
貨
店
な
ど
か
ら
オ
フ
ァ
ー
や
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

需
要
が
先
行
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
奈
良
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

橘
社
長
　
今
は
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
農
商
工
連
携
に
向
け
た
企
画
書
を
作
成
す
る
際
、
大

和
橘
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
く
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
く

こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
農
商
工
連
携
の
採

択
後
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
に
商
標
登
録
を
行
い
、
P
R
の

た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
作
成
し
ま
し
た
。

城
代
表　
「
な
ら
橘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動
時
点
で
は
、
苗
木
す

ら
な
い
状
態
で
し
た
。
種
か
ら
植
え
る
と
5
年
ほ
ど
の
期
間
を

要
す
る
た
め
、
自
分
た
ち
で
接
木
し
て
苗
木
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
苦
労
の
連
続
で
し
た
が
、（
公
財
）

奈
良
県
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
通
じ

て
、
奈
良
県
の
果
樹
セ
ン
タ
ー
や
県
の
農
業
関
係
の
方
々
の
指

導
を
受
け
て
、
苗
木
栽
培
の
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
年
間
に
1
0
0
0
本
以
上
の
苗
木
を
用
意
す

る
事
が
で
き
ま
す
。
農
家
さ
ん
や
奈
良
県
の
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
や
ま
と
菜
の
花
ね
っ
と

（
代
表�

大
石
正
氏
）」
の
協
力
に
よ
り
、
現
在
ま
で
に
3
0
0
0

本
の
植
樹
に
成
功
し
ま
し
た
。

橘
社
長　
単
に
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
っ
た
だ
け
で
は
何
も
始
ま
り

ま
せ
ん
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
材
料
供
給

の
た
め
に
大
和
橘
の
量
産
化
に
必
要
な
人
脈
を
持
つ
城
さ
ん

や
、
商
品
化
を
進
め
る
た
め
に
創
業
4
0
0
年
余
り
の
歴
史
を

持
つ
老
舗
菓
子
屋
「
本
家
菊
屋
」
の
菊
岡
さ
ん
な
ど
、
同
時
進

行
で
き
る
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
、
歴
史
が
あ
り
芸
能

直径約4センチの橘の実。正月の鏡餅の上には 
みかんではなく、元々は橘が飾られていた。

※1　橘街道プロジェクト
菓祖として祀られている田道間守（たぢまもり）にまつわ
る近畿各地の伝承を基に、神社仏閣と菓子文化をつなぎ合
わせて世界的な観光ルート（橘街道）を形成することで各
地域の活性化を図る取り組み。近畿経済産業局がリードし、
農商工業者等が参画して各地の代表的な菓子や地域資源の
活用を目指している。国の地域活性化モデルケースにも選
定された。

※2　なら橘プロジェクト
大和橘のブランド化で奈良の環境・観光・健康産業の活性
化に繋げる取り組み。2010年大和郡山市商工会での地域
活性化の検討を端緒に活動が開始され、大和橘の再生、中
ツ道（平城京～橘寺）の街道
沿いへの橘植樹、大和橘の実
を使用した菓子・健康食品の
開発、地域交流など多彩な活
動を推進。なら橘プロジェク
ト推進協議会（会長：城�健治
氏）が運営。
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文
化
が
根
付
い
て
い
る
奈
良
で
実
施
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

大
和
橘
は
そ
の
皮
、
実
、
種
、
葉
、
樹
木
の
全
て
が
お
菓
子
や

や
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
、
化
粧
品
、
香
水
と
人
の
五
感
に
訴
え
か

け
る
商
品
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
更
に
広
が
っ
て
い
き
、

五
感
を
超
え
て
第
六
感
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を

生
み
出
す
、
ま
さ
に
「
奈
良
の
宝
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。
役
者

が
揃
う
中
で
、
農
商
工
連
携
の
活
用
が
よ
い
ス
タ
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
目
指
す
は
世
界
」
奈
良
発
の
日
本
の

　
　
　

 

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
世
界
に
発
信

菊
岡
社
長　
平
成
29
年
に
は
4
年
に
1
度
の
全
国
菓
子
博
覧
会

が
三
重
県
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
際
、
参
加

者
に
商
品
化
し
た
菓
子
を
試
食
し
て
も
ら
い
、
販
売
に
結
び
つ

け
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
大
和
橘
は
量

産
化
さ
れ
、
商
品
も
揃
う
は
ず
で
す
。
P
R
活
動
の
一
環
と
し

て
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
大
和
橘
を
食
の

分
野
で
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

城
代
表　
万
葉
集
や
古
今
和
歌
集
な
ど
に
歌
わ
れ
た
橘
の
香
は
、

私
は
「
日
本
の
香
り
」
で
あ
る
と
思
う
。
私
た
ち
は
大
和
橘
を
、

奈
良
発
の
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
方

法
を
考
案
中
で
す
。
そ
の
先
駆
け
と
し
て
、
日
本
食
ブ
ー
ム
が

起
こ
っ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
大
和
橘
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
て
き
た
薬
膳
料
理
の
先
生
が
、
大
和
橘

の
「
苦
味
」
に
薬
効
が
あ
り
、
健
康
に
良
い
と
惚
れ
込
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
先
生
に
は
ベ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
多
数
の
教
え
子
が
い
ま
す
の
で
、
先
生
を
通
じ
た
ル
ー
ト
開

拓
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
世
界
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。
目・

指・

す・

は・

世・

界・

。
そ

の
く
ら
い
の
覚
悟
を
も
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
計
画
が
あ
り
ま
す
。

菊
岡
社
長　
大
和
橘
は
2
0
0
0
年
前
の
伝
承
か
ら
不
老
長
寿

の
実
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
研
究
機
関
で
成
分
の
研
究
を
し

て
も
ら
い
、
仮
に
若
返
り
の
成
分
が
あ
る
と
わ
か
れ
ば
、
奈
良

の
宝
物
だ
け
で
な
く
人
類
の
宝
物
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

万
能
薬
と
し
て
世
界
中
に
行
き
渡
る
と
す
れ
ば
大
ヒ
ッ
ト
商
品

に
な
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に

は
研
究
費
が
か
か
り
ま
す
が
、
研
究
機
関
の
薬
学
の
先
生
は
こ

れ
ほ
ど
有
難
い
研
究
材
料
は
な
い
と
言
い
ま
す
。
2
0
0
0
年

の
歴
史
の
中
で
、
害
が
な
い
と
す
で
に
治
験
が
済
ん
で
い
る
か

ら
で
す
。
ま
た
、
な
ら
橘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
料
理
研

究
家
の
方
に
よ
る
と
美
白
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
万
葉
集
に

歌
わ
れ
た
香
り
、
美
白
効
果
と
、
女
性
に
嬉
し
い
こ
と
づ
く
し

で
す
。
こ
れ
は
入
浴
剤
に
し
て
も
喜
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

橘
社
長　
大
和
橘
の
植
樹
や
菓
子
の
開
発
に
資
金
協
力
し
て
い
た

だ
く
「
大
和
橘
オ
ー
ナ
ー
」
を
1
口
3
5
0
0
円
で
募
集
中
で
す
。

農
商
工
連
携
の
活
用
期
間
中
で
、
商
品
が
販
売
で
き
な
い
間
は
、

大
和
橘
オ
ー
ナ
ー
な
ど
に
植
樹
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
、
植
樹
1
本
に
付
き
、
お
菓
子
な
ど

の
試
食
品
を
差
し
上
げ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
ま
す
。

城
代
表　
大
和
橘
を
植
樹
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
農
商
工
連
携

の
力
を
借
り
ず
に
で
き
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
が
農
商

工
連
携
で
叶
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
大
和
橘
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で

す
。
ま
ず
は
菊
岡
さ
ん
の
つ
く
る
お
菓
子
を
東
京
で
販
売
す
る

こ
と
か
ら
始
め
て
、
全
国
展
開
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
販
路
を

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
今
は
橘
さ
ん
の
力
を
借

り
て
ブ
ラ
ン
ド
力
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

橘
社
長　
奈
良
に
は
価
値
以
下
に
し
か
評
価
さ
れ
て
い
な
い
も

の
が
多
過
ぎ
ま
す
。
私
の
い
る
デ
ザ
イ
ン
業
界
で
は
「
価
値

以
下
に
し
か
評
価
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
価
値
通
り
の
評
価

に
戻
す
」
こ
と
が
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
和
橘
は

2
0
0
0
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
価
値
以

下
の
評
価
し
か
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
価
値
す
ら
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
「
価
値
を
戻
す
」
た
め
に
原
点
に

戻
り
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

奈
良
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
　

 

奈
良
に
こ
だ
わ
ら
ず

橘
社
長　
私
た
ち
は
「
奈
良
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
奈
良
に
こ
だ

わ
ら
ず
」
と
考
え
て
い
ま
す
。「
奈
良
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
奈

菊岡 洋之氏
４００年余り続く奈良で一番古い菓子店の２６代目。
関西学院大学商学部卒業後、民間企業へ就職。
その後、家業を継ぎ、「菊屋 英寿」を襲名。趣味
のスキーは、ＳＡＪ１級の腕前。「本家菊屋」は、「城
の入口で売っている餅」から名付いた「御城之口餅

（おしろのくちもち）」で有名な和菓子の老舗。

城 健治氏
なら橘プロジェクト推進協議会　会長。
地域金融機関に40 年間勤務。定年後、家業である
米農家を引き継ぎ、大和橘や金ゴマの栽培と、それらを
使った新商品の開発に取り組んでいる。また、高齢化す
る農家を組織化し、地域の活性化を目指している。
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良
発
信
で
世
界
に
広
め
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
味
で

す
。
奈
良
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
日
本
の
ブ
ラ
ン

ド
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
奈
良
は
良
い
も
の
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
だ
け
の
活
動
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
当
初
よ
り
奈
良
県

内
外
に
お
い
て
「
橘
」
を
ご
縁
に
数
々
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
大
和
橘
で
町
お
こ
し
を
し
て
い
る
地
域

の
人
た
ち
と
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い

ま
す
。
奈
良
は
か
つ
て
日
本
の
都
だ
っ
た
地
。
そ
れ

だ
け
の
歴
史
と
価
値
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
に
「
大
和

橘
あ
り
」。
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
に
は
多
く
の
魅
力
を

秘
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
カ
タ
チ
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菊
岡
社
長　
大
和
橘
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
近
畿
エ
リ
ア
く
ら
い

の
規
模
で
大
和
橘
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
と
連
携
し
て
仕
掛

け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
豊
岡
市
の
中
嶋
神
社

や
和
歌
山
県
海
南
市
の
橘き
つ

本も
と

神
社
な
ど
、
菓
子
の
原
型
を
持
ち

帰
っ
た
「
菓か

祖そ

神し
ん

」
と
崇
め
ら
れ
て
い
る
田
道
間
守
の
伝
説
が
、

近
畿
エ
リ
ア
に
は
点
在
し
て
い
ま
す
。
京
都
御
所
の
紫
宸
殿
の

前
庭
に
は
「
右
近
の
橘
、
左
近
の
桜
」
と
言

わ
れ
る
通
り
、橘
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

全
国
の
八
幡
神
社
は
戦
の
神
様
が
祀
ら
れ
、

そ
の
家
紋
は
橘
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て

い
ま
す
。

　
「
モ
ノ
を
売
る
よ
り
コ
ト
を
売
る
」。
古
代

ロ
マ
ン
に
は
何
か
駆
り
立
て
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

城
代
表　
農
商
工
連
携
で
は
当
初
か
ら
「
健

康
食
品
の
開
発
」
を
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
研
究
機
関
が
分
析
し
た
橘
の
成
分
に

関
す
る
報
告
で
は
、
果
実
に
は
血
行
を
促
進
す
る
成
分
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
な
ど
の
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は

葉
の
成
分
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
で
す
。
健
康
食
品
に
関
し

て
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
取
得
す
る
た
め
の
研
究
に

費
用
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、

大
和
橘
に
惚
れ
込
ん
で
研
究
し
て
い
た
だ
け
る
先
生
方
と
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

 

「
な
ら
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
」

　
　
　
　
　
　

成
功
の
ポ
イ
ン
ト
と
は

菊
岡
社
長　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
前
に
も
な
ら
農
商
工
連
携

フ
ァ
ン
ド
に
応
募
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
は

採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
農
商
工
」
と
付
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
農
」
の
部
分
を
何
ひ
と
つ
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
し
た
。「
農
商
工
」
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、

各
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
し
っ
か
り
と
計
画
に
則
り
、
何
を
し
た
い
か

を
明
確
に
し
て
予
算
を
立
て
な
い
と
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
。
計
画

段
階
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
把
握
し
た
上
で
申
請
す
る
と
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

橘
社
長　
審
査
を
パ
ス
す
る
た
め
に
は
志
と
企
画
書
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
叶
え
た
い
想
い
を
丁
寧
に
文
章
に
し
た
た
め
ま

す
。
そ
し
て
何
が
し
た
い
か
、
そ
れ
に
対
し
て
誰
が
必
要
で
、

ど
の
程
度
予
算
が
必
要
か
を
明
文
化
し
て
お
く
こ
と
で
、
予
算

が
つ
け
や
す
く
な
り
、
具
体
的
な
方
法
論
が
見
え
て
き
ま
す
。

私
た
ち
は
毎
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
予
算
、
こ
れ
を
企
画
書
の
中
で
、
明
確
に
し
て

お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

城
代
表　
も
の
を
つ
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
終
形
の
想
像
や
夢

を
も
っ
て
展
開
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
企
画
書
の

段
階
で
想
定
し
た
こ
と
は
、
大
和
橘
を
ツ
ー
ル
と
し
て
商
品
を

一
億
円
以
上
売
り
上
げ
る
こ
と
で
し
た
。
農
商
工
連
携
活
用
期

間
の
3
年
間
は
大
和
橘
ブ
ラ
ン
ド
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
計
画

も
立
て
て
出
発
し
ま
し
た
。
商
品
が
売
れ
る
た
め
に
は
物
語
性

な
ど
の
要
素
が
要
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
ブ
ラ
ン
ド
化
が
物
事

を
決
め
る
一
つ
の
材
料
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
終

形
の
想
像
と
、
想
い
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
く
実
行
力
を
磨
い
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
奈
良
の
人
た
ち
に
は
、
ど
ん
ど
ん

「
モ
ノ
づ
く
り
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

橘
ほ
の
香

橘
の
お
茶

橘 勝彦氏
大阪市出身。奈良県生駒市在住。
大手インテリアメーカー・大手印刷会社のアートディレ
クターを経て平成元年タチバナデザイン創業。「出会
いに感謝」をモットーにブランディングデザインＣＩ・ロゴ・ 
カタログ・パッケージ・３ＤＣＧ動画制作などを手掛ける。
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『
パ
ワ
ー
バ
リ
ア
レ
ス
社
会
』の
実
現
を
目
指
し
て��

　

私
が
起
業
し
た
き
っ
か
け
は
、「
力
作
業
の
面
で
世
界
か
ら

バ
リ
ア
を
な
く
す
」
こ
と
を
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で

し
た
。
私
は
松
下
電
器
産
業
（
現
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
の
社
員

時
代
に
、
社
内
で
未
開
拓
だ
っ
た
パ
ワ
ー
ド
ス
ー
ツ
の
事
業
を

立
ち
上
げ
る
た
め
、
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
制
度
に
応
募
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ン
ク
を
設
立
。
現
在
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
リ
ン
ク
社
長
兼
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
出
向
社
員
と
い
う
立
場
で
す
。

　

産
業
が
発
達
し
文
明
が
進
化
す
る
と
、
人
口
学
的
に
は
高
齢

者
が
増
加
し
、
若
者
が
相
対
的
に
減
少
す
る
こ
と
で
労
働
力
不

足
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
日
本
で
著
し
く
進
行
し
て

い
る
現
象
で
あ
り
、
こ
の
現
象
は
世
界
各
地
で
順
次
起
こ
り
ま

す
。
そ
こ
で
年
を
重
ね
て
も
働
け
る
人
口
の
確
保
を
す
る
た
め
、

力
作
業
を
担
う
人
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
道
具
や
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
案
。
労
働
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

日
本
の
仕
組
み
を
変
え
て
、
世
界
の
仕
組
み
を
変
え
て
、
継
続

的
に
人
類
が
働
け
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で
貢
献
す
る
。
そ
の
よ

う
な
世
界
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

作
業
時
の
腰
の
負
担
を
軽
減
す
る

　
　
　

 

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
『
あ
う
ん
』��

　

商
品
に
は
、
人
を
ア
シ
ス
ト
す
る
「
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
」
と
、

能
力
を
拡
張
す
る
「
パ
ワ
ー
ロ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
2
つ
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
「
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

A
W
N―

02
」
と
い
う
商
品
の
量
産
化
を
行
い
ま
す
。「
A
W
N
」

は
「
あ
う
ん
の
呼
吸
」
か
ら
名
づ
け
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
商
品

は
腰
の
負
担
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
モ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を

装
着
さ
せ
た
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
で
す
。
人
の
動
き
に
追
従
す
る

よ
う
に
腰
の
動
き
を
把
握
し
て
、
上
体
を
ぐ
っ
と
引
き
上
げ
、

重
量
物
持
ち
上
げ
動
作
時
な
ど
で
生
じ
る
腰
の
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。
両
足
へ
の
ア
シ
ス
ト
力
は
15
㎏
。
リ
ュ
ッ
ク
型
で
30
秒

以
内
で
着
脱
で
き
ま
す
。
物
流
・
工
場
・
農
業
・
建
設
な
ど
の

汎
用
分
野
で
幅
広
い
用
途
の
活
用
が
見
込
め
ま
す
。
普
及
時
に

は
、
1
台
50
万
円
前
後
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
販
売
当
初
は

少子高齢化が進む日本。これからますます深刻化すると予想される
労働力不足を軽減するためには、どのような対策を講じればよいの
か。その解決策の一つとして、奈良市北部の、ならやま研究パーク
内に本社を置くアクティブリンク株式会社藤本社長は「パワーバリ
アレス社会」を提案し、実現を目指しています。作業時にかかる身
体の負担を軽減するパワーアシスト機器の事業を立ち上げた同社。
ベンチャー企業だからできる柔軟な発想で未来を見つめる藤本社長
に伺いました。

パワーアシスト技術で「パワーバリアレス社会」の実現を目指す藤本社長

アクティブリンク 株式会社

会 社 訪 問 記

アシストスーツAWN-02
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価
格
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
月
々
6
万
円
前
後
で
レ
ン
タ
ル

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
に
は
全
身
の
軽
作
業
用
の
サ
ポ
ー
ト
ス
ー
ツ

を
、
2
0
1
9
年
に
は
ハ
イ
パ
ワ
ー
機
能
搭
載
の
パ
ワ
ー
ア
シ

ス
ト
装
置
を
製
品
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

子
ど
も
の
未
来
育
成
と
人
材
育
成

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
機
械
工
学
、
電
子
工
学
、
情
報
工
学
な
ど
の
工

学
的
技
術
の
融
合
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
研
究

す
る
学
問
を
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
と
言
い
ま
す
。「
こ
ん
な
ロ
ボ
ッ

ト
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
資
金
と
技
術
者
が

集
ま
れ
ば
、
専
門
家
で
な
く
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
や
地
方
自
治
体
に
は
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
成
す
る
た

め
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
奈
良
は
空
が
広
く
て

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
最
適
な
土
地
。

　

奈
良
で
小
中
高
校
生
な
ど
に
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
を
学
ぶ
機
会
が

増
え
て
、
将
来
的
に
少
し
で
も
多
く
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
育
つ
な

ら
ば
、
い
つ
か
奈
良
に
ル
ー
ツ
を
持
っ
た
優
秀
な
人
材
が
奈
良

に
集
ま
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
安
定
志
向
な
子
が
多
い
。
そ
れ
は
大
人
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
を
見
せ
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
最
近
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
興
味
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
弊
社
に

見
学
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

大
人
が
本
気
で
ロ
ボ
ッ
ト
で
遊
ん
で
い
る
（
仕
事
を
し
て
い
る
）

姿
を
見
せ
ま
す
。
そ
れ
が
教
育
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
見
学
に

来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
、
本
気
で
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
う
子
が
一
人
で
も
増
え
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
に
関
し
て
は
、
私
自
身
が
直
接
指
導
す
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
員
に
は
、
人
を
育
成
す
る
環
境
を

提
供
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
私
自
身
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
弊
社
は
今
、
奈
良
の
地

で
大
き
く
は
ば
た
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
パ
ワ
ー
バ
リ
ア
レ
ス
社

会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
、
優
秀
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

　

大
企
業
に
は
大
企
業
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
世
界
を
変
え
る
の
は
大

企
業
で
す
。
一
方
で
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
一
人
の
天
才
は

世
界
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
世
界
が
変
わ
る
き
っ
か

け
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
世
の
中
に
な

か
っ
た
モ
ノ
を
生
み
出
し
、
ま
っ
た
く
新
し
い
価
値
を
生
む
こ
と

に
長
け
て
い
る
の
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
社
員
に
売
上
げ
や
コ
ス
ト
な
ど
の
こ
と
を
一
切
言
い
ま

せ
ん
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
心
配
す
る
の
は
私
の
役
目
だ
と

思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
を
社
員
が
気
に
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
意
識
が
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

は
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ら
で
は
の
発
想
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
は
皆
が
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
精
神
が
自
分
の

置
か
れ
た
環
境
で
ど
れ
だ
け
出
せ
る
か
が
大
事
で
す
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
は
新
し
い
こ
と
を
生
む
素
地
が
あ
り
ま
す
。

世
の
中
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
カ
タ
チ
に

　

物
流
、
工
場
、
農
業
、
建
設
な
ど
の
汎
用
分
野
で
活
用
で
き
る
パ

ワ
ー
ア
シ
ス
ト
装
置
の
事
業
を
一つ
ず
つ
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
立
て
て
順
次
製
品
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

も
う
一
つ
同
時
に
す
す
め
て
い
る
の
が
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
事

業
で
す
。
汎
用
分
野
よ
り
も
技
術
レ
ベ
ル
は
上
が
り
ま
す
が
、

放
射
線
環
境
下
で
の
動
作
、
災
害
救
助
、
防
衛
な
ど
の
特
殊
分

野
に
も
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
装
置
の
技
術
は
活
か
せ
ま
す
の
で
開

発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
企
業
の
研
究
テ
ー
マ
は
世
の
中
の
人
が
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
か
ど
う
か
で
決
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
社
会
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
、
新
し
い
価
値
を
世
の
中
へ
生
み
出
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
々
の
役
に
立
つ
こ
と
で
、

世
界
を
変
え
た
い
。
試
作
を
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
用
化

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

アクティブリンク株式会社
パナソニックの社内ベンチャー制度から生まれた。関西文化学術研究
都市に位置するならやま研究パークでパワーバリアレス社会に挑む。

パワーローダーMS-02（原子力プラント・災害
救助などに活用）

代表取締役社長　藤本　弘道
本 社　奈良市左京6丁目5-2
従 業 員　13人
電 話　0742-71-1878
F A X　0742-71-1888
U R L　http://activelink.co.jp/

会
社
D
A
T
A
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〒636-0398　磯城郡田原本町132-10
TEL：0744-33-3311㈹　FAX：0744-33-3081
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〈やましん〉は元気！をモットーに、
地域経済の発展に尽くします。

本店：大和郡山市南郡山町529番地の6
TEL：0743-54-3111
URL：http://www.narashin.co.jp

※詳しくは窓口または担当者までお問い合せ下さい。

地域金融機関としての使命を
果たすべく 「つなぐ力」 の
発揮により、 地域経済の
活性化に取り組んでいます。

事業資金のご相談なら!
中小企業を応援する!!

へ!

地元中小企業のみなさまの
いちばんのサポーターでありたい

事業資金、各種助成金制度等の
ご相談は、ぜひ 「　　　　　  」 へ
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※（ご注意ください）
　「スマートフォン認証」と「ワンタイムパスワード」は
　併用いただけません。

平成27年2月24日現在

「スマートフォン認証」や
「ワンタイムパスワード」のご利用（※）で、
「スマートフォン認証」や
「ワンタイムパスワード」のご利用（※）で、
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（公財）奈良県地域産業振興センター

奈良県産業
振興総合センター

編集・印刷／株式会社 JITSUGYO

公益財団法人 奈良県地域産業振興センター

〒６３０‐８０３１	奈良県奈良市柏木町129-1
TEL		0742-36-8312　	　FAX		0742-36-4010
URL		http://www.nara-sangyoshinko.or.jp/

ご相談は地域産業振興センターへ
交通アクセス ご案内

奈良県信用保証協会は、
中小企業の皆様とともに歩んで

平成26年12月3日に
創立65年を迎えました。

奈
良
県
信
用
保
証
協
会
は
、

創
業
者
の
皆
様
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

事
業
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
!!

奈良県信用保証協会
お気軽に、下記の連絡先までお問い合わせください。

 本 店	 奈良市法蓮町 163-2	 TEL：0742-33-0551
 高 田 支 店	 大和高田市幸町 2-33（奈良県産業会館内）	 TEL：0745-22-9551
	 ホームページアドレス：http://www.nara-cgc.or.jp


